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中級文型集による文型学習II
一 長期指導の結果分析一
川 口 義 一
1.中 級文型指導 の分析 と問題点
筆者 は,ア講座 目本 語教 育』 第29分冊(1994年3月刊)にお いて,19欝
年春学期 に行 った,別 科 日本 語課程 「中級2」 クラス にお ける 「文型 」指
導 の試み について(参考文献欄 の川口(1994)参照)述べた。詳細 は同論文
を参照 していただ くほかな いが,こ の試み の大略は以下の よ うなものであ
るQ
93年春学期 の 「中級2」 クラス の筆者担 当時間は,新 教材 『中級文型例
文集』1)(以下 『例 文集 』 と略称)1・IIを使用 しての文型 指導 であ ったが,
このr中 級2」 の指 導方法は,毎 週 学生 にテー マ自由の作 文 を書 いてこ さ
せ,そ れ を利用 す るこ とによって・文型 使用説明上必要 な文脈 を学生側 に
用意 して もらうとい う もので あった。学生 の作文 を利用す る とい って も,
それ は既習 の文型 を使 わせ ることを直接意図 したものでは な く,F例文集 』
1・IIにあ る文型 の中か ら作文 の文脈 に適 合す る文型 を選 んで,文 中 に挿
入す るか元 の表現 と交換 させなが ら文章 の添削 を してゆき,そ れ によって
文型 の意味 ・用 法 を理解 させ るとい うものである。
指導 の結 果の分析 によれ ば,実 質14回 の指導 で異 な り数61〕頁目の文型
(全文型数174項 目の35・1%)が導入 できたこ と,お よび 導入文型 の意味
カテゴ リー分類2)では,第1カ テゴ リー(語句 間の文法関係 を示す もの)お
1)正式の名称は 『外国学生用日本語教科書 中級[文型例文集1』である。
2)分類の詳細は,参考文献欄の川rr(1993,pp,10-14参照。
一21一
よび第2ヵ テ ゴ リー(文問の論理 的関係 や その濡結 を表 す もの)所属 の もの
が,そ れ ぞれ34項 目と20項 日,総 計54項 目で圧 倒的 に多い とい うこ と
が判 萌 した。 また,文 型 の所属意味 カテ ゴリー分布 の分析 か ら,r例文集』
各文型 には,そ の指導 に適 した学習 レベル の清報 が明記 され るぺ きだ とい
う提案 が生 まれた。
これ らの分析結 果 は,「中級教材開発委員会」 の検討 作業 に反 映 され,
『例文集』IIIは『例文集』1・IIの 『索引』とい う形 で1994年3月に刊行
さオLた.この 『索 弓「』は,「五十音溜」索 引」 のほか,「言吾句易[」索弓I」「意味曳翅
索引」rレベル別 索引」 の尋種類 の索引 を含 んでお り,r意味別索 引」 び上
述 の意味 カテ ゴリー分類 による,そ して 「レベル別 索引」ボ指導 に適 した
学習 レベル による,文 型 の再分類 索引で あ る。
この ように93年春 学期1-中級2」 の文型指導 とその分析結果 は,文 型教
材 の作成 にあた り一定 の有益 な惜報 を与 え る の に有 意義 であ るた。 しか
し,未 解決 で残 され た問題点 も少な くな い。『講座 日本語教 育■第29分 冊
の小論 では・最後 にこれ らの問題点 を以 下の3点 に ま とめ て記 しておい
たP
まず初 めの問題 点は,学 生 の人数 で ある。93年春学期 の 「中級2」 は,
わずか2名 の,し か も同国籍 ・同大学 の同専 門出身 の学生 を対象 にして行
われた.す なわ ち,こ こで得 られ た結果 か らでは,少 なく とも典型 的な教
育環境 にっい て論 じるこ とができないので,よ り多人数 の学生 を同 じ方法
で指導す る場合 の問題 については別 の機 会 に観察 され なげれ ばな らない と
いうこ とで ある。
次 に,学 生 の習得度 の判定 の問題 で ある。た とえ,学 生 の作文 によ る文
型 指導が,文 型 の意廉 ・用法 を説明す る うえで適 切 な文脈 を保証す る もの
だ として も,そ れだけで学生 がそ の文型 の意味 ・用法 を完全 に理解 したか
どうかの判定 はむず か しい。93年春 学期 「中級2」 では,各 文型 の導入後
に当該文型 を使 って短 い文章や会話 を書 くとい う宿題 を毎 回課 し,ま た,
添削す る作文 の中に既習文型 を使 うよ うに奨励 す るな どして,文 型使用 の
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面から学生の文型習得度の判定を行 うデータを集 めておいた。しか し,論
文の紙幅の関係でその部分の分析は省略 レた・したがって・中問言語研究
にも関連する,文型習得の問題が別途研究されなければならない。
最後のもっとも根本的な問題になるのは,『例文集』 σ)文型指導教材 と
しての性格づけである。この教材は,も ともと中級 レベルの学生が文章を
読む ときの助 けとす るために作成されたものであるが,問題の 「中2」ク
ラスでむしろ表現 に偏 った文型指導になってしまった。文型示自分の作成
した文脈の中で使用できるということは,口頭表現 に擬 して言 えぱ,自分
の話 しやすいテーマにかぎって,使用できる文法項 目だけを駆使 して会話
をしているようなもので・未知ヴ)文脈 に遭遇した揚合でも,既習の文型知
識で支障なく読解作業が可能であることは保証するものではない。では,
「読解のための文型指導」とはいかなる作業を言い,そのための 『例文集』
は.どうあるべきか。あるいは,読解のためにも表現めためにも筆者の試み
のような方法が妥当なものと言ってよいのか,こ のあた りの検討 ボ注意深
く行われなければならないであろうc
2,連 続指導の 中級 クラス
筆者 は,93年春学期 「中級2」 に続 いて,2学 期連続 で中級 の文型指 導
クラスを担 当した。一 つは1993年秋学期 の 「中級1」(1993年9月重7日解
12月10日)であ り,い ま一 つは1994年奉学期 の 「中級2」(1993年ヰ月11
日～7月12日)で ある。 これ らのクラスでの文型指導 は,前 節 の最後 に述
べた よ うな文型指導上 の閤題点 を考 え るために好都合 な クラスで あった、
とい うのは,ま ず学生数 解 「中級1」18名 ・「中級2」8名 と比較 的多 く広
範 なデー タが とれ るとい うこ との,次 に93年 「中級1」,94年 「中級2」
と連続 して1年 間在籍 した学生が7名 い るた め,長 期的 なデ ータが とれ る
とい うことのためで ある。
この両 クラスでは学生 に次 のよ うな作 業 を課 して,前 述 の文型指 導上 の
問題点 の解決 に資す るた めのデータ を集 めてみ るこ とにした。
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まず・各回学生 に書 かせ る自由作文 お よび文型導 入後 の文型 作文 の課題
は,93年 「中級2」 とほぼ同 じである。93年 「中級2」 との違 いは,自 由
作文の場合,学 生数 が多 くて全員の作 文 を板 書 させていちいち添 削す るこ
と恭できないた め,添 削対象 の文章 を書 く学生 は毎回一人 とし,ロ ーテー
シ ョンの表 を作 って指 導 日の1週 間～3日 前 に提出 させた ことで ある。 作
文 のオ リジナルは その ままコピー して他 の学生 に配布 し,筆 者 の指導用 に
はコピー に朱 を入 れ,指 導文型 を書 き込 んでおいた ものを準備 した.添 削
後 は,作 文提出 した学生 に添削後 の文 章 の清書 をさ琶,添 削前 の原稿 とと
もにファイル したQ
次に,既 習 ・未習 は問 わず 『例文集』 にある文型 を,学 生各 自が最近読
んだ文章 の中か ら探 し出 させ,学 期最後 の授業 の 日を締 め切 りとして,傍
線 ・下線 ・マーキ ングなどを施 して,そ の文型 を含 む 文脈 を まるごと(多
くの揚合 は何頁 もの印刷物 にな る)提出 させ る 「文型挨索」課題 を課 した。
「検索文」 はコ ピーを取 り,文 型 の見誤 りがないかど うか,と るべ き文型
を見逃 していないか どうかを,で きるだけチ ェ ック して学生 に返却 した。.
なお,94年 「中級2」 では,こ の検索作 業 と関連 して,学 生 が読 んだ文
章 に使 われ てい る文型 で意味 ・用法 の把握 しきれない ものを自由に挙げ さ
せ て解説 を加 馬 ク ラス全 体で議論 しなが ら意味 ・用法 の理解 を促 進す る
時 問を設 けた。筆 君担 当分 の週2コ マの うち,1コ マ をこの時閥 に当てた
ので,作 文 によ る文型指導 の回数は93年 「中級1」 の半分 になっている、
本論では,93年 「中級1」 ・94年 「中級2」 で指導 した文型 を,量 的 な
側 面 と質的 な側面 か ら検討 し,長 期 にわた る文型指 導実践分析 の対象 とし
た,93年 「中級2」 ク ラス の指 導結果 と比較 して,扱 った文型 か ら見 た中
級文型指導 の特徴,特 に学生の作文 を利用 した文型指導 の特徴 を明 らかに
しようと、思 う。
3・ 指導文 型の量 的側面
本節 では,前 節 で紹介 した文型 指導 方法 にょる,93年 「中級1」 ・94年
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「中級2」 の指 導文型 の量 的側 面1こつ いて分析す る。 ここで 「量 」 とい うの
は,学 期全体 および授業 ご とク)指導文型数 の ことである。
%年 「中級1」 の指 導文型項 目は,延 べ数 で52項 目,異 な り数 で 偲 項
目3}であった。 これ は,『例 文集 』の文型項 目総数3084}のうち,そ れぞれ
16.8%と15、7%(それぞれ小数点第2位 以下 四捨五入 。以下 同)で ある。延
べ で出 て くる文型 は復習 になるもので ある と考 えれぱ,異 な り数 綿 項 目
を全15回 実質12回 の授業 で導入 した ことになるので,一 回 当たPの 文型
数 はちよ うど尋文型 とな る。一方,併 年 「中級2」 では,延 べ数 ・異 な り
数 ともに20項 目5),項目総数308に対 す る割 合 は,6・5%である。文型異
な り数20項 目の,全13回 実質9回 指導で,一 回 当た りの文型数 は2・2文
型 となる。
「中級2」 で毎回 の導入文型数 が少 ないのは・学 生 の作文 の中 に未 習の文
型 を導入す る余地 があま ジなか ったためで ある。 このこ とは・作文 の内容
が 「中級1」 と 「中級2」 で大幅 に変 わ らない もので あるとす るな らば,
r中級1」 か らr中 級2」 に進 んだ7名 の学生 が・r中級1」 で既 習 の文型 を
駆使 して作文 をしてい るとい うことを示唆 す るものであ る。 ここか ら・ 中
級 レベル での文章表現 に必要 な文型項 目数 は,上 述 の指導文型 異な り数 の
総 計,.すなわ ち48+20=68項目前後 である と考 え得 るか もしれ ない。
しかし,こ の項 目数 は あくまで学 生 の文章表現 に最低 必要な文型数 で あ
る。 そもそも,表 現 力は理解力 よ り一段落 ちるのが一般的 な傾 向 であるか
ら,学 生 が読解 作業中 に理解 すべ き文型数 は,か れ らが作文 に使用 し得 る
3)複 数 回 指 導 され た文 型 は,49A「 ～ 二 とに な る」(3回)・126A「～ にわ た っ
て」。蛎4B「～ よ う にな って い る」(各2回)で あ る。
4)『 例 文 集 』 の名 目上 の文 型 数 は174で あ る蒼,同 じ項 目番 号 で 下位 番 号 の つ
い て い る もの につ い て,そ の番 号 の一 っ ず っ を1項 目 と数 え る と,全 部 で3D8項 目
に な る。 例 え ば,項 目番 号96は 形 式 名 詞 の 「と こ ろ」 に 関 す る文 型 で あ る 汎96A
r～と ころ を」 か ら96Gr～ た と ころ(で は)」ま で下 位 の6項 目 を含 む の で ・ これ を
六 っ の湯ljの々文 型 と数 え る の で あ る。
5)こ の う ち,「中級1』 で の指 導 と重 な るの は,13「い った い 一 か 」 の みσ
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文型数 よ り多い可籠性 が高 い。 前節 の最後 に述 べた、 「意味 ・用法 の把握
しきれな い文型 を良由 に挙 げ させて解説す る』 とい う詣導 は,こ の理 解 の
ために必要 な文型群 を導 きだすための ものである。実 際 にこの時間に挙 げ
られた文型数 は 『例 文集 』に所載の ものだ けで6・36項日に及 んだ。これ を
含 めれ ば,94年 「中級2」 での指導文型 数 は,延 べ数 で56,異な)数 で51
項 目になる。
4、 指導文型 の質的側面
本節 では,指 導文型 の質的側面,す なわち各指 導文型 が 「意味罵 索引」
と 「レベル別索引」7)の上 で どのよ うな鷺報 の与 え られ ている文型 で ある
か とい う点 につ いて検討 す る。
まず,指 導文型 の 「意廉別索 引」上 の情報 で あるが,「中級1」 では,第
1カテ ゴリー 所属 のものが24項 目(全体の50%),第2カ テ ゴ リー 所属 の
ものが16項 目(全体の33,3%),総計40項 目で圧 倒的 に多 い。 第3・4カ
テゴ リー の ものは,そ れ ぞ れ8項 目(全体 の16.6%)・3項目31(全体 の
6.2%)である。一方,.「中級2」 では,第1～4の 各 カテ ゴリー に所属 す る
項 目の数 は,そ れぞれ9・7・4・1で,全 体 に対す る割合 は,そ れ ぞ れ
45%。35%・20%・5%である。
この結果 を前回 の小論 のそれ9〕と比較 して見 る と,中 級 レベル の文型 の
6)『例文集』未載の ものには,「～はさておき」「～にせよ～にせよ」『一にかけ
ては」「～べ くして」などの文型から 「やっと」「さすが」のような副詞,「なんて」
のような副助詞,さ らには感動詞 までボあった。
7)こ の両索引上で与えられている情報の詳細にっいては,「例文集、1111のpほ
「索引について」,お よび本稿脚注2)参照.
8)一 つの文型で,意昧的に複数のカテゴリーに分類 されるもの渉あるため,意
味カテゴリーから見た文型総数は異なり数を越える。なお,こ の重複分を含めた延
べ文型項目数358における第1～4各カテゴリーの所属文型数は,そ れぞれ145(全
体の4α5%),138(全体の38・5%L60(全体の16・8%),王5(全体の4・2%)である.
9)参 考文献の川口 〔1994)p.舛参照。ただし,カテゴリーごとの所属文型の・異
な勢数全体に対するパーセントを示 していなかったので,本論で改 めて算出した。そ
の結果は,第1～4の各 カテゴリーで,それぞれ53・7%・32・8%。6・6%・4・9%であるo
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意味上 の所属分布 は,第1カ テ ゴリーで45～55%,第2カ テ ゴリー で30～
35%,第 蛋カテ ゴリーで数%程 度 であることが分 か る。 第3カ テ ゴ リー
は63年 「中級2」 では季目当低 いもののシ残 り2ク ラスでは15～20%で あ
る。三つ の中級 クラスにおける指導文型全体 の異 なP数 の差 が 大 き い の
で,客 観的 に有効 な議論 になるか どうかは分 か らないが,こ の文型 の意味
的分布 は経験約 に見 て納得 できる内容 の ものであ る。
次 に指導文型 のrレ ベ ル別索引」上 の情報 に関す るr性 格」 を見てみ よ
う.「レベル別索 引」 とは,簡 潔 に言 えば,各 文型 が中級 の どの段 階で導
入す るの に適 した もので あるかを,r初 巾」r中 」r中上Jの3段 階で示 し
た索引ゆ で ある。
r中級1」 の指 導文型 では,r初中」 レベル に所属す る文型3項 目,r中」
レベル36項 目,「中上」 レベル9項 目で,全 体 の文型 異 な り数 に占める割
合 は,「中」が最大 ワ)75%,続いて 「中上」18、8%,「初中」63%と なって
い る。一方,「中級2」 では,「中」叫 項 目1D(全体 の70%),「中上」6項 目
(全体の30%)で ある。 「初 中」の所属項 目はなか ったが,こ れは レベ ル的
に言 って当然 で あろ う。
次1こ,93年「中級2」 の指導文型 について,レ ベ ル別の 情報 を検討 して
みよ う。前 回 の川 口(1994)では,「例 文集』IIIの索引群 が利 用で きなか
ったので,こ の点 につ いての分析 びなされて いな い。本論 で改 めて指 導文
型 の レベル を調べ てみ う と,「中」が 鞍 項 目で全 体の672%,「中上」が10
項 目で16、4%,「初 中」が9項 目で14.8%となっている ことが分 かった。
10)こ の索 引 に は,そ の他 に,者 文 型 が,表 現 に向 け て使 用 させ る よ うに指 導 す
る文 型 か意 昧 の理 解 に と どめ る べ き文 型 か,口 頭 表 現 に適 して い る か 否 か な どに っ
い て の情 報 も載 せ て あ る.詳 細 は!例 文 集 』IIIのp、1「索 引 にっ い て 」 参 照 。 な
お,各 レベ ル の 所 属 文 型 数 は,r初 中」41〔全 体 の 王3・3%)・r中」166(全体 の53・9%)・
「中上 」10i(全体 の32・8%)であ る。
1工)43r一 きれ る」 は,単 独 の補 肋 動 詞 で あ り,文 型 と し て認 定 し 解 たい た め ・
索 引 中 で は レベ ル 所 属 にっ い て の情 報 が省 略 され て い る。 本 稿 で は,こ れ を 「中 」
レベ ル に入 れ て扱 うこ とにす る。
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この結果 で は,93年 「中級1」 ・%年 「中級2」 と93年 「中級2」 の問
にはレベル的 に言 って関連 が乏 しいよ うに見 える。 しか し,川 口(1994)
でも述 べた よ うに,93年 「中級2」 は総合的 目本語力 か ら見 て 「中級1」
レベルで あった ことを考 えれば1中 級初 めのレベ ル のクラスで は,2学 期
続 げて 「中」 レベル文型 が67-75%程度,「中上 」 レベル文型 が16～18%
程度,そ れぞれ導入 され た とい う事実は見て取 れ るよ うであ る。
5・ ま とめ と今後 の課題
本論 は同一学生7名 を含み,目93年秋学期 か ら94年春学期 までの2学 期
聞にわた って続 いた 「中級1」 「中級2」の文型 指導 の実践結果 を 検討 す る
もので あった.ま た,そ の際93年 春学期 の 「中級2」 における同様の実践
結果 との比較 を行 った。以下・ これ らの比較 ・検討 を通 じて浮 かび上 がっ
て くる問題、点を列挙 してま とめたい。
まず,指 導文型項 目の異 な り数 で あるが,93年 「中級1」・で48,94年
「中級2」 で51,実力的 には中級1レ ベル であった93年 「中級2」 で61で
あった・ すなわ ち・学生 の作文 を,導 入 す る文型 の使用文脈 として利用す
るとい う文型 指導法で は,中 級1レ ベル で50～60の文型 が指 導で きる と
いうことで ある。そ して,中級2レ ペルで も,学生 に文型 の意味 ・用法上 の
疑問点 を出 させ る指 導 を加 えれ ば・学期 中に指導 で きる文型 は50前 後 で
あること渉分 か る。 すなわち,中 級1・2の 両 レベル を通 じて意味 ・用法
が正 しく理解 で き,ま た その一部 が使 え るよ うにな るまで指導 できる文型
数 は10G項目程度 なので あ勢,全30呂項 目の文型 のす ぺてを万遍 な く教 え
ることはで きない とい うことにな る。 す ると,残 りの200項目の学習 は,
どの ように行 わ れ るべ き か、文型指導 の時問以外 に読解指導 の時問 にも
『例文集 』 を参考 に し利 用すべ きなのか,学 生 の自習 に任せ て質問 を受 け
れぱいいのか,改 めて考 えてみな ければな らないで あろ う。
次 に,擢 導す る文型 の 「質」 について,今 回 の実 践結果 をま とめてみ よ
う。指導文型 の意味別分類 では,93年 「中級2≦ 「中級1」,94年 「中級2」
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の ナベ てのク テス を通 じて,第 ユー 4各 カテ ゴリーの番号順 に所属文型 が
少 な くなってい くこ とが分か った。報道文 ・解説 文 ・論説文 な どのジ ャン
ル が多 い中級文章 の理解 には,語 句 問の文法 関係 を示 す第1カ テ ゴリ.一お
よび文問 の論理 的関係や その帰結 を表 す第2カ テ ゴリー所属 の文型 が必要
で あることは肯首 しやす い。
しか し,話 し手 の判断 ・推量 ・意見 な どを示 す第3カ テゴ リーの文型 が
94年 「中級2」 の レベル になっでもあま り増 えて こない のは,「筆者 の意図
を読み取 る」 とい う読解 の要請1こ応 えるた めの文型指導 としては若干問題
で ある、問題 の所在 の一つは,学 生 の作文 を文脈 に使用 しての文型指導 で
は,学 生 が積極 的 に自己 の意見や判断 を述べ よ うと しない文章 を提出 して
きた揚合 に,第3カ テ ゴリー文型 が導入 しに くい とい うところにあるのか
もしれな レ㌔ また》 例 えば,「べ きだ」 を第3カ テ ゴ リーで はな く第2カ
テ ゴ リー に所属 させ ている分類 の基 準 そのものに検討 の余地 があ るのか も
しれない。 どち らにせよ,学 生の作文 と 「文型検 索」課題 の双方 を比較 し
て,実 際に学生 が どのカテゴ リーの文型 に多 く接 し,か つ眞用 しよ うとし
てい るかを分析 しな ければな らないで あろ う。
指導文型 め レベル別 の 「質」にっいては,中 級1レ ベル のク ラスで 「中」
レベル文型 が70%程 度,「 中上』 レベ ル文型 が1596程度,そ れぞれ導入
されてい るこ と溝判 明 したが,中 級2レ ベルで 「中上」 レベル文型 をどの
よ うに増 や してい くかび課題 になろ う。
以上,ま とめと今 後の課題 につ いて述 べ た。 残 された課題 の解決 には,
まず学生作文 と検索課題 の詳細な分析 が必要 なこ とは否 めない。稿 を改 め
て取 り組 む所存 であ る。
最後 に93年 「中級1」,94年 「中級2」 の指導文型 のすべ て を,「意味別
索 引」 と 「レペル別 索引」の情蒙つ きで,以 下 に掲載 す る。輿 年 「中級2」
につ いては,作 文 か ら導 いた文型 のほかに,学 生 の自由質問 によって出 さ
れ た文型 も取 り上 げ る。各文型 の初 めの番号 と記号 は 『例文集』 の通 し番
号,後 ろのか っこ入 りの記 号1『初 ・中 ・上」 は レベル情報 で,そ れ ぞれ
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r初中級 レペル」r中級 レベル」「中上級 レベル」 を表 し,続 く番号1～4は
所属 す る意味 カテゴ リーであ る。目なお,各 文型 群 をま とめている6桁 の数
宇は授業 の実施 年月 目で ある。
[%年中級1指 導文型一覧1
930與7二
164B四よ うになって いる(中1)49A・B～ こ とにな る ・な って
いる(中1)
126A眉にわた って(中1)143Aひ とつ も～ない(中2)
930924;
57A～ ず/ず に 仲1〉67A～ ため1た め に(中1〉
25Aお そ ら く一だ84Aと い うのは～ とい うこ
ろ う.(初3)と だ(軸
93100h
56～ざるをえな い(中2)1281～ のでは ないだろ うか(中3)
89A～ と言 えば(上1)
931008;
105A副なが ら(逆接)(上2)126A～ にわた り/わ た って(中1)
13セ・った い～か(中3件)6%た らど う(か)(中4)
931015:
170～ を 中 心 に!に し て(中1)83A・B一 とv、う/と の こ
と だ(初2)
114～ に 従 っ て1従 マ・(上1〉107Cこ れ は ～ た め だ・/か ら
だ(中2)
931022:
80A～ て も ら い た い く中3/4)UgA・B一 に と っ て1と っ
て の(中2)
111A解 に か ぎ り(中1!2)11Aい ち ど 飼 た ら(上2〉
一30一
931io5=
129B～ の に(中2)98(も し!か り に)～ と した ら
(中2)
122～ に も か か わ らず(中2)20A～ う ち に(中・1〉
931112;
24～ お か げ で(中2)58～ せ い で.(中2〉
96B～ と こ ろ に1へ(中1)92パ た と思 っ た ら(上1)
∋31119:
41C～ 気 に な る(中113)164B～ よ う に な っ て い る(中1〉
73A～ て す む(中1)91Aど うや ら～ よ うだ1そ う だ 等
(中3〉
96A一 と こ ろ を(上1)96E～ と こ ろ が(中2〉
931126:
149B～ て ～ ほ ど だ(中1)152ま さ か ～ ま い1だ ろ う(中3〉
9斗 ～ とか(～ とか)(初1)・136～ ば か りか ～ も!ま で!さ え
(上112〉
931203=
144～ べ き だ(中2)165D～ わ け に(は)い か な い(上2〉
49A～ こ と に な る(中1)167A～ を き っ か け に(上1〉
931210=
49A～ こ と に な る(中1)117A～ に対 し/対 して(中1〉
110A～ に 応 じ て(中1〉90B～ と言 っ て も過 言 で は
な い(中3〉
[舛 年 中 級2指 導 文 型 一 覧1(作 文 か ら の も の)
940斗19=
86A～ と い っ た(中1〉86B～ と い う よ う な1に(中1〉
165A～ わ け だ(中2!3)96C～ と こ ろ で(中1)
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940426:
%D～ た と こ ろ だ(中 王)139～ は ず だ(中3)
940510=
27～ と1た ら か え っ て(上2〉目 王65B～ わ け で は な い(中2)
158A～ る も の だ・(上2)165C～ わ け は ず が な い(上2)
9405重ケ=
25Bお そ ら く ～ ま い(中3)100～ た とた ん に(上 工)
94D524:
160～ も の の(上2)65た と え ～ で も!あ っ て も(上2)
940531=
33ん か の よ う だ(中1)
94D607;
千 あ ま りの ～(中1)
94σ61尋:
70ん っ っ あ る(中1)
94D621:
43～ き れ る(*1)
[94年中 級2指 導 文 型 一 覧](自 由 質 問 か ら の もの)
940420=
132～ ば ～ ほ ど(中1)王73～ を め ぐ り1め ぐ っ て(上1〉
158B～ た も の だ(中4)
940ヰ27:
165A～ わ け だ(中3一 〆3)139A～ は ず だ(申3)
96C～ と こ ろ で(中1)96B～ と こ ろ へ 一(中i)
940511=
165C～ わ1ナが な い(上2)165B～ わ1ナで は な い(中2)
139A～ は ず だ(中3)1膳 べ き だ.(中2〉
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158A～ る も の だ(上2)158B～ た も の だ(中4)
940518:
159A～ も の だ か ら(中2)154A・B～ ま ま だ ・ま ま(で)(中1)
140A・B一 は ・な ら と も か く(上2)
940525:
61B～ そ う に な る(中1)60～ そ う な も の だ(上213)
166～ わ り に(上1)
940601=
66～ た び に(中1)
52A-E一 さ え 一 の だ か ら ・の に ・ば ・た ら ・ば い い.(上2〉
940608:
116～ に す ぎ,ない(中3)109A・B～ に お い て ・お け る(中1)
940615:
55さ っ ぱ り～ な い(中2)97～ ど こ ろ か(上2)
142～ は も ち ろ ん 一 も(上1)135C～ は 言 う ま で も な く(中2)
123～ に基 づ い て/(基 づ き 〉(中1)
940622:
ヰ3.～き れ る(・1)70～ っ っ あ る(中1)
64～ だ け に(上2)
940629:(r例文 集 」 所 載 の 文 型 は扱 わ ず)
940706;
115～ に し て も(上2)
98A-C(も し1か り に)～ と した ら ・ とす る と1す れ ば(中2)・ と し て も
(上2)
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